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社会福祉法人一誠会 40周年記念誌



社会福祉法人 一 誠会 理事長　鈴木康之
40周年記念誌発刊に寄せて

偕
楽
園
ホ
ー
ム
は
２
０
２
０
年
３
月
で
創
立

40
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご

指
導
の
賜
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

偕
楽
園
ホ
ー
ム
は
、
１
９
８
０
年
に
八
王
子

市
で
八
番
目
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て

宮
下
町
に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
名
称
で
あ
る

「
偕
楽
園
」に
は
、
法
人
の
創
設
者
で
あ
る
新
谷

義
克
現
参
与
の“
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
楽
し
く

生
活
で
き
る
場
所
”に
し
た
い
と
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
40
年
余
り
。
定
員
１
０
０
名
の
単

独
特
養
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
一
誠
会
も
、
措
置

制
度
か
ら
介
護
保
険
制
度
へ
と
い
う
大
き
な
変

革
の
波
を
乗
り
越
え
て
徐
々
に
事
業
を
拡
大
し

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
２
０
１
８
年

に
は
偕
楽
園
ホ
ー
ム
の
あ
る
宮
下
町
に
隣
接
す

る
加
住
町
に
、
国
が
進
め
る「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」の
拠
点
と
す
べ
く
地
域
密
着
型
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
看
護
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
を
中
心
と
す
る
第
二
偕
楽
園

ホ
ー
ム
を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
は
大
和
田
地

区
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
大
和
田（
仮
称
）

を
八
王
子
市
か
ら
受
託
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
今
後
一
誠
会
は
、
初

音
の
杜
を
含
め
た
こ
の
４
拠
点
の
連
携
を
密
に

し
て
八
王
子
市
の
高
齢
者
福
祉
を
支
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
誠
会
は
、
全
事
業
所
で
国
際
品
質

規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
を
取
得
し
て
い

ま
す
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
が
事
業
所
に
求
め
る
品
質
方

針（
運
営
方
針
）の
一
つ
に「
地
域
社
会
へ
の
貢

献
と
共
生
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一

誠
会
が
地
域
住
民
の
方
々
に
と
っ
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
事
業
所
づ
く
り
を
目
指
す
と
い
う
地

域
の
方
々
へ
の
約
束
と
宣
言
で
も
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
者
が
、
ひ
い
て
は
地
域
の
方
々
が
何
を

望
ん
で
い
る
の
か
、
今
何
を
し
て
さ
し
上
げ
た

ら
一
番
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
の
か
を
常
に
考
え
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。福

祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
も
ス

タ
ッ
フ
一
同
、
ご
利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

地
域
の
方
々
の
要
望
を
的
確
に
捉
え
、
そ
れ
を

適
切
に
サ
ー
ビ
ス
に
反
映
す
る
こ
と
で
地
域
に

貢
献
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
皆

様
方
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

す
ず
き
や
す
ゆ
き
●
１
９
５
６
年
、東
京
都
葛
飾
区
出
身
。86

年
、帝
京
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業
。87
年
、同
大
学
第
一
内

科
入
局
。94
年
、新
谷
病
院
副
院
長
、98
年
、社
会
福
祉
法
人
一

誠
会
偕
楽
園
ホ
ー
ム
配
置
医
、99
年
か
ら
配
置
医
兼
産
業

医
。２
０
０
５
年
、社
会
福
祉
法
人
一
誠
会
理
事
長
に
就
任
、現

在
に
至
る
。
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私たちは、次の法人の理念と品質方針を、
偕楽園ホーム、第二偕楽園ホームならびに初音の杜の旗印、

そして業務の道しるべとして、遵守します。

理念

安心・安全・愛情

品質方針
一、�私たちは、関係法令・規準を遵守し、コンプライアンスを尊重した運営を

行います。

一、�私たちは、ご利用者が個人の意思と可能性が尊重され、自立したその人ら
しい生活を、地域社会で営むことができるよう、援助します。

一、�私たちは、事業の高い公共性と倫理性を自覚し、開かれた施設運営と経営
の透明性に努めます。

一、私たちは、地域社会への貢献と共生に努めます。

一、�私たちは、広い視野とプロフェッショナルとしての専門性を高めるため、
研鑽と努力を惜しまず、常に介護サービスのあるべき姿を提示します。

一、�私たちは、一誠会に寄せられる貴重なご意見、ご批判などを真摯に受け止め、
品質マネジメントシステムの有効性を継続的に改善し、常に成長し変化し
続けながら、一貫した高品質のサービスを提供する一誠会ブランドを構築
します。
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創設者挨拶 〜40周年記念誌発刊に寄せて〜

しんやよしみ●1932年、北海道函館市出
身。56年、早稲田大学法学部卒業。60年、
東邦大学医学部卒業。61年に東京警察病
院外科入局。69年、東京都府中市に新谷
医院を開院。80年、特別養護老人ホーム偕
楽園ホームを八王子市に開設。新谷医院院
長、戸井福祉会理事長、はこだて観光大使
に就き、現在に至る。

偕
楽
園
ホ
ー
ム
創
設
40
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
、
御
同
慶
の
至
り
で
す
。
現
在
ま
で
ホ
ー

ム
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
歴
代
の
施
設
長
は
じ

め
、
職
員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

私
が
ホ
ー
ム
を
開
設
し
た
こ
ろ
は
開
業
医
と
し

て
医
院
を
発
展
さ
せ
、
病
院
に
す
る
こ
と
が
サ
ク

セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
の
一
つ
で
し
た
。
私
も
当
時
そ

の
よ
う
な
考
え
で
し
た
。そ
ん
な
折
、フ
ァ
ミ
リ
ー

の
集
ま
り
で
姉
の
吉
井
聆
子（
初
代
潮
寿
荘
施
設

長
）が
、
こ
れ
か
ら
は
福
祉
の
時
代
が
来
る
と
い

う
サ
ジ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ

が
き
っ
か
け
で
私
は
ホ
ー
ム
づ
く
り
を
目
指
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
は
何
が
必
要
で
、

ど
ん
な
手
続
き
を
す
る
の
か
全
く
わ
か
ら
な
い
素

人
で
ス
タ
ッ
フ
も
い
な
い
状
態
で
し
た
か
ら
、
大

た
こ
と
を
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
昭
和
59
年
に
姉
の
山
本
久
子
の
要
請

で
中
津
川
市
に
瀬
戸
の
里
ホ
ー
ム（
五
常
会
）、

そ
し
て
同
じ
く
瑞
浪
市
に
み
ず
な
み
瀬
戸
の
里
を

創
設
。
そ
の
後
、
岐
阜
県
の
要
請
で
二
ツ
森
ホ
ー

ム
を
合
併
、ま
た
私
の
故
郷
函
館
に
は
潮
寿
荘（
戸

井
福
祉
会
）を
創
設
し
ま
し
た
。

現
在
、
理
事
長
は
潮
寿
荘
の
み
で
、
八
王
子
・

岐
阜
の
法
人
は
次
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し

た
。
両
法
人
と
も
よ
き
ス
タ
ッ
フ
に
恵
ま
れ
、
特

に
一
誠
会
で
は
第
二
偕
楽
園
ホ
ー
ム
を
設
立
し
、

発
展
し
て
い
る
こ
と
は
法
人
創
設
者
と
し
て
大
変

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

今
後
も
地
域
の
よ
り
よ
い
福
祉
に
取
り
組
み
、

発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

変
な
こ
と
で
し
た
。

役
所（
当
時
は
東
京
都
庁
）に
通
い
、
手
続
き

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
土
地
を
用
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
八
王
子
の
不
動
産
屋
の
案
内
で
多

摩
地
区
の
５
〜
６
カ
所
の
土
地
を
見
に
行
き
ま
し

た
。
五
日
市
の
土
地
を
見
に
行
っ
た
時
な
ど
雨
が

降
り
出
し
、
地
主
さ
ん
に
長
靴
を
借
り
た
こ
と
な

ど
、
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
現
在
の
土
地
は
市

街
化
調
整
区
域
で
八
王
子
信
用
金
庫
の
所
有
で
し

た
。
や
っ
と
土
地
を
確
保
し
ま
し
た
が
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
会
で
も
大
変
で
し
た
。
老

人
が
う
ろ
う
ろ
歩
き
ま
わ
る
の
が
嫌
だ
と
か
、
建

物
が
建
つ
と
景
色
が
悪
く
な
る
こ
と
な
ど
、
建
設

反
対
の
声
が
あ
り
苦
労
し
ま
し
た
。
開
設
の
負
担

金
を
用
意
し
建
設
に
着
工
し
た
時
は
、
ホ
ッ
と
し

社会福祉法人一誠会
創設者・参与

新谷義克
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お祝いの言葉 〜40周年記念誌発刊に寄せて〜

はぎうだこういち●1963年、東京
都八王子市出身。八王子市議、東京
都議を経て2003年に衆議院議員
当選。現在５期目。19年、文部科学
大臣に就任。

つちやだいじろう●1945年、東京
都中野区出身。68年、東京大学文
学部社会学科卒業。69年、三井銀
行に入行。2015年に社会福祉法
人五常会の理事長に就任。

文部科学大臣・衆議院議員

萩生田光一

こ
の
度
、
社
会
福
祉
法
人
一
誠
会
偕
楽
園
ホ
ー

ム
が
設
立
40
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
を
通
じ
て
社
会
貢
献
す
べ
く
一
誠

会
を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
新
谷
初
代
理
事
長（
現
参

与
）を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
の
決
断
と
先
見

の
明
に
、
ま
た
今
日
ま
で
幾
多
の
困
難
や
試
練
を

乗
り
越
え
地
域
福
祉
と
事
業
充
実
に
邁
進
さ
れ
た

歴
代
理
事
長
、
施
設
長
や
職
員
の
皆
様
の
ご
尽
力

員
の
研
修
や
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
・
情
報
提
供

な
ど
で
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
有
難
く
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
一
誠
会
の
設
立
40
周
年
を
機
に
新
谷

参
与
の
ご
意
向
を
踏
ま
え
、
水
野
常
務
理
事
の
ご

提
案
で
、
同
じ
く
姉
妹
法
人
で
あ
る
戸
井
福
祉
会

を
含
め
広
域
で
の「
災
害
緊
急
時
等
に
お
け
る
相

互
支
援
協
定
」を
締
結
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

我
が
国
の
社
会
保
障
関
係
財
政
並
び
に
介
護
職
を

は
じ
め
と
す
る
福
祉
人
材
需
給
の
一
層
の
逼
迫
が

予
想
さ
れ
る
中
、
さ
ら
な
る
効
率
化
・
生
産
性
向

上
が
求
め
ら
れ
る
の
は
必
至
で
あ
り
、
規
模
の
メ

リ
ッ
ト
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
図
る
べ
く
是
非
連
携

を
密
に
し
、
よ
り
緊
密
な
協
力
関
係
を
築
い
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
一
誠
会
の
益
々
の
発
展
と
皆
様

の
ご
活
躍
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
一
誠
会
が
創
立
40
周
年
と
い
う

輝
か
し
い
節
目
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
日
の
鈴
木
康
之

理
事
長
を
は
じ
め
、
全
て
の
職
員
の
皆
様
に
改
め

て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

昭
和
55
年
に
八
王
子
市
宮
下
町
に
て
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
偕
楽
園
ホ
ー
ム
の
事
業
を
開
始
さ
れ

に
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

安
心
・
安
全
・
愛
情
の
経
営
理
念
の
旗
の
下
で
、

鈴
木
理
事
長
、
水
野
常
務
理
事
の
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
福
祉
向
上
を
通
じ
た
地
域

社
会
へ
の
貢
献
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、

業
務
の
生
産
性
の
引
き
上
げ
、
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
な
ど
に
着
実
に
成
果
を
上
げ
ら
れ
て

お
り
敬
服
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
認
知
症
高
齢
者

支
援
業
務
へ
の
積
極
展
開
や
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１

の
導
入
な
ど
に
先
駆
的
に
取
り
組
ま
れ
、
さ
ら
に

第
二
偕
楽
園
ホ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
複
合
福
祉
施

設
の
開
設
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
受
託
に
向

け
た
積
極
的
な
挑
戦
な
ど
、
貴
法
人
の
理
事
の
一

人
と
し
て
、
ま
た
姉
妹
法
人
の
理
事
長
と
し
て
大

変
頼
も
し
く
、
誇
り
に
思
う
次
第
で
す
。

一
誠
会
の
分
身
と
も
言
え
る
岐
阜
県
中
津
川
市

に
本
部
を
置
く
私
ど
も
五
常
会
は
、
創
設
以
来
職

社会福祉法人五常会 理事長
社会福祉法人一誠会 理事

土屋大二郎

て
以
降
、
平
成
23
年
に
は
初
音
の
杜
、
平
成
30
年

に
は
第
二
偕
楽
園
ホ
ー
ム
を
開
設
さ
れ
て
お
り
、

平
成
を
通
し
て
八
王
子
市
の
地
域
密
着
型
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
み
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
令
和
を
迎
え
た
今

日
、未
曽
有
の
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
、介
護
サ
ー

ビ
ス
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
市
民
に
と
っ
て
な
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あんどうたかお●1959年、東京都
渋谷区出身。医療法人社団永生会理
事長。東京都医師会理事。2017年
の衆議院議員総選挙で初当選し、現
職。

衆議院議員

安藤高夫

創
立
40
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
一
誠
会
様
が「
安
心
・
安
全
・

愛
情
」の
理
念
の
も
と
、
八
王
子
市
に
密
着
し
、

ご
利
用
者
様
・
ご
家
族
様
の
心
に
向
き
合
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
や
想
い
に
対
応
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
に
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
な
が
ら
、
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
の
導
入
な
ど
、
先
進
的

テ
ム
を
築
く
う
え
で
大
き
な
存
在
で
あ
る
と
、
心

よ
り
尊
敬
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
も
貴

法
人
を
お
手
本
に
、
医
療
・
介
護
を
始
点
と
し
た

街
づ
く
り
を
学
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
法
人
の
益
々
の
ご

発
展
と
、
皆
様
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

く
て
は
な
ら
な
い
介
護
施
設
と
し
て
、
益
々
存
在

感
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
の
需
要
が
高
ま
り
、
社
会
福
祉
法

人
一
誠
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
事
業
の
拡
大
を

図
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、「
安
心
・
安
全
・

愛
情
」の
理
念
の
も
と
、
利
用
者
の
皆
様
一
人
ひ

と
り
に
合
わ
せ
た
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
な
介
護
を
提

な
取
り
組
み
を
数
多
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
貴
法
人

の
取
り
組
み
は
多
く
の
介
護
施
設
が
注
目
し
て
お

り
、
今
後
、
多
く
の
施
設
で
も
導
入
さ
れ
て
い
く

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
一
昨
年
に
は
介
護
・
医
療
・

保
育
・
住
宅
の
複
合
型
施
設
を
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
と
子
ど
も
と
が
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
は
、

双
方
に
と
っ
て
も
大
切
な
体
験
に
な
る
と
、
私
も

常
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
。
国
の
施
策
は
、
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
か
ら
、
子
ど

も
や
障
害
者
な
ど
を
含
め
た
全
て
の
人
を
対
象
と

し
た
地
域
共
生
社
会
へ
と
移
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
施
設
の
開
設
は
、
時
宜
を
得
た
大
変
す

ば
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、
地
域
福
祉
の
拠
点
と

な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

貴
法
人
は
、
八
王
子
市
の
高
齢
者
を
医
療
と
介

護
の
立
場
か
ら
支
え
る
心
強
い
仲
間
で
あ
る
と
同

時
に
、
八
王
子
市
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

供
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
介
護
に
か
か
わ
る

不
安
の
解
消
を
す
べ
く
、
非
常
に
質
の
高
い
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
、市
民
の
一
人
と
し
て
大
変
心
強
く
感
じ
ま
す
。

鈴
木
理
事
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
八
王
子
の

地
域
医
療
、
介
護
を
牽
引
す
る
立
場
に
お
ら
れ
ま

す
。
今
後
も
一
層
の
躍
進
を
祈
念
す
る
と
共
に
、

職
員
の
皆
様
に
は
社
会
福
祉
法
人
一
誠
会
の
歴
史

と
信
頼
に
裏
打
ち
さ
れ
た
現
場
力
を
誇
り
に
、
引

き
続
き
市
民
の
健
康
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。
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一
誠
会
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
、
広
報
誌『
黎
明
』の
記
事
と
合
わ
せ
て
振
り
返
り
ま
す
。

『
黎
明
』に
関
わ
っ
た
職
員
や
ご
利
用
者
、
現
在
の
広
報
委
員
の
声
も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

偕楽園での思い出

偕楽園ホーム開設

『黎明』創刊号
発刊

一誠会設立

入浴事業等を
スタート

老人短期入所事業開始

40

1991

1979

1980

1985

（昭和54年）

（昭和55年）

（昭和60年）

（平成3年）

（平成7年）

（平成8年）

地域社会や家族形態の変化を見据え、
地域社会に貢献できる事業として一誠
会を設立

特別養護老人ホーム偕楽園ホームは、
介護保険制度が始まる20年前から事
業を開始しています

20年前に働いていた職員が、
現在再び働き始めています

八王子市とショートステイ、
寝たきり老人等入浴事業
の委託契約を締結しました

地域からの要望なども踏まえて、
短期入所事業を開始しました

縁あって再び職
員として働くこと
となり、懐かしく
もあり、新鮮な
気持ちです。

丸山（旧性齋藤）明子さん

杉田（旧性斉藤）しのぶさん

比原良一さん

外出行事は日帰りと一泊
旅行がありました。かつ
て、一泊旅行でご利用者
100人中99人が参加さ
れたこともありました。

ご利用者の要望で広報委
員会をつくり、広報誌を発
行しました。俳句や外出行
事を振り返りながら制作し
た思い出があります。

『
黎
明
』と
共
に
振
り
返
る

一
誠
会

　
　
　
年
の
歩
み
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自衛消防隊が準優勝

多様な行事を実施

茶道教室

大規模修繕

1995

1996

1996

1997

2001

2006
（平成18年）

（平成9年）

（平成7年）

（平成8年）

（平成13年）

当初の題字はご利用者か
らの投稿によるものでした

自衛消防隊の活動は現在も継
続中。介護以外の分野でも地
域を支えています

比較的お元気な方が多い時代
は、一泊旅行などさまざまな
行事を実施していました

1988年から続く茶道クラブは、
ご利用者の要望から誕生しました

開設から26年が経過したタイミングで、空調設
備・浴室の特殊浴槽の入れ替えなど、ご利用者
の快適な生活を維持するための修繕を行いました

黎明
第4号

黎明
第5号

黎明
第7号

黎明
第1号

山口政志さん

衛藤シズ子先生

毎回、季節の練り切り
をお菓子屋さんまで
行って用意していまし
た。とても喜んで下
さったので、はり合い
がありました。

初めて自衛消防訓練審査
会に参加した時は、とに
かく必死で練習し、身体
で手順を覚えました。
その経験が今でも活きて
おります。

黎明
第19号
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居宅介護支援事業開始

長きにわたり支える
ボランティア活動

2007

2008

2011

（平成19年）

（平成20年）

（平成23年）

在宅生活を続けている地域の方を
支えるため、居宅介護支援事業を
開始しました

1996年より、華道クラブの講師と
して活躍されている植田京子先生。
2008年からは、衛藤先生からバト
ンを受け取り茶道クラブの講師とし
て現在も活動継続中です

認知症対応型通所介護、
グループホームを開設し、
認知症の方の幅広い受け
入れを開始しました

黎明
第37号

黎明
第41号

黎明
第53号

初音の杜開設

植田京子先生

色々な方との出会いを
大切に、一回一回の活
動を大切にという思い
で続けてきました。一
期一会という言葉を感
じます。

一誠会を振り返りつつ、未
来の一誠会をお示しできたか
と感じています。引き続きよ
ろしくお願いいたします。�
� （菊池正彦さん）

広報誌という意味では、日常を切り取る難しさ
を感じています。ご利用者への情報伝達のツー
ルから地域へのＰＲの手段にも変わってきていて
時代の流れを感じます。�
� （佐々木信雄さん）
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黎明を大幅
リニューアル

2014

2018

（平成26年）

（平成30年）

写真も多く活用し、
より読みやすくなる
ように工夫しました

地域密着型特別養護老人ホームや訪問看
護ステーション、サービス付き高齢者向け
住宅を併設した複合施設を開設。新たな
スタートを切りました。また、偕楽園ホー
ムに定期巡回・随時対応型訪問介護看護
などの訪問事業も開始しました。

黎明
第66号

黎明
第92号

第二偕楽園ホーム開設

地域包括支援センター
大和田（仮称）開設

2020
（令和2年）

地域包括ケアシステムの要となるべ
く、介護・医療・住まい・介護予防・
生活支援を一体的に進めるという地
域包括ケアシステムの実現に向け、
取り組んでいきます。

昨年、訪問介護も始まりました。
この40年の歩みを閉ざさぬよう、
もっと地域の方に安心と笑顔を
届けていきます。
� �（安部雄治さん）

４０周年記念号の『黎明』が刊行されたこと、編集
に関わったものとして大変嬉しく思っております。
� �（三輪隆太さん）

『黎明』の第二偕楽園ホームの特養通信の担
当です。ご家族、地域の皆様と新しい歴史を
つくれたらと思います。� �（廣田貴弘さん）

皆様の長年にわたる温かいご支援ご指導
により今日を迎えることができました。心
から感謝申し上げますとともに、次のス
テップに向けましても、変わらぬお力添
えを賜りますようお願い申し上げます。
� （沢田敏彦さん） 『黎明』広報委員コメント

『黎明』では「ロコの部屋」などを担当して
います。柔らかく緩いくらいの表現で気楽
に読んでもらえるように努めています。� �
� （小室博英さん）
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健
康
寿
命
の
延
伸
に 

行
政
と
共
に
力
を
入
れ
る

︱
︱
現
在
、
八
王
子
市
に
お
け
る
介

護
の
課
題
に
は
何
が
あ
り
ま
す
か
？

石
森
市
長（
以
下
、
石
森
）　

八
王

子
市
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
で
す
ね
。

現
在
、
老
老
介
護
　※1
や
ダ
ブ
ル
ケ

ア
　※2
と
い
っ
た
問
題
が
、
当
市
で
も

深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

状
況
に
陥
ら
な
い
た
め
に
も
、
要
介

護
状
態
で
も
な
く
、
人
の
手
を
借
り

る
こ
と
も
な
く
生
活
で
き
る
健
康
寿

命
の
期
間
を
、
少
し
で
も
延
ば
す
こ

と
が
大
切
に
な
っ
て
い
る
と
、
市
と

し
て
も
認
識
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
介
護
予
防
の
充
実
と
い
う

点
は
重
視
し
て
い
ま
す
。
お
元
気
な

方
だ
け
で
は
な
く
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
も
、
今
以

上
に
重
度
化
さ
せ
な
い
た
め
の
取
り

組
み
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

鈴
木
理
事
長（
以
下
、
鈴
木
）　

介

護
予
防
に
関
し
て
は
当
法
人
で
も

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、介
護
予
防
教
室「
楽

ら
く
サ
ロ
ン
」と
い
う
取
り
組
み
は

毎
週
火
曜
日
に
、
地
域
の
方
に
当
法

人
に
来
て
い
た
だ
き
体
操
を
し
、
参

加
者
全
員
で
食
事
を
し
て
も
ら
う
と

い
う
も
の
で
す
。
栄
養
を
つ
け
な
い

と
筋
肉
も
落
ち
る
と
い
っ
た
こ
と
を

啓
発
す
る
意
味
で
も
続
け
て
い
ま

す
。

介
護
が
必
要
に
な
る
前
か
ら 

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
構
築

︱
︱
介
護
予
防
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
ほ
か
に
何
を
し
て
い
ま
す
か
。

鈴
木　

在
宅
生
活
で
の
不
安
を
軽
減

す
る
た
め「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」と「
24

時
間
電
話
相
談
」と
い
う
取
り
組
み

も
行
っ
て
い
ま
す
。
前
者
は
、
安
否

確
認
は
も
ち
ろ
ん
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が

良
い
食
事
を
し
っ
か
り
と
ご
自
宅
で

と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
後
者
で
は
、

24
時
間
３
６
５
日
で
当
法
人
の
ケ
ア

八王子を市政の面から支える石森孝志
市長と鈴木康之理事長が、これからの
八王子をどのように支えていくかについ
て、対談を行った。

理学療法士とボランティアさんとで開催される「楽らく
サロン」。地域の憩いの場になっています

日々の暮らしから 介護まで
幅広い取り組みで 八王子を支える

八
王
子
市
長

石
森
孝
志

特別対談 鈴木康之一誠会理事長×石森孝志八王子市長
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マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
生
活
相
談
員
が
介
護

に
関
す
る
悩
み
や
相
談
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

石
森　

運
動
・
栄
養
・
社
会
参
加
と

い
っ
た
も
の
が
網
羅
さ
れ
た
事
業
に

な
っ
て
い
ま
す
ね
。
ぜ
ひ
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
こ
う
し
た
活
動
の
意
味

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
介
護
予
防

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

鈴
木　

私
が
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
　※3

の
た
め
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

　※4
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
各
事
業

で
、
認
知
症
状
を
緩
和
す
る
た
め
に

有
効
と
さ
れ
る
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
非
薬
物
療
法
と
し
て
ア
ニ

マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
　※5
や
タ
ク
テ
ィ
ー
ル

ケ
ア
　※6
な
ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、
認

知
症
状
に
応
じ
て
ケ
ア
を
実
践
し
、

月
に
一
度
は
私
自
身
も
認
知
症
の
ご

利
用
者
に
関
す
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

（
会
議
）に
参
加
し
て
、
医
療
的
な

側
面
か
ら
も
介
護
職
員
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
、
ご
利
用
者
の
生
活
を
支

え
て
い
ま
す
。

介
護
が
軽
度
の
状
態
か
ら
、
重
い

状
態
に
な
っ
て
も
、
認
知
症
の
症
状

に
応
じ
て
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
介
護
の
負
担
が
か
か
る
こ
と
を
軽

減
す
る
ケ
ア
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

介
護
の
仕
事
を
目
指
す
人
が 

増
え
る
環
境
を
つ
く
る

︱
︱
そ
の
ほ
か
に
介
護
現
場
の
課
題

は
あ
り
ま
す
か
。

石
森　

介
護
人
材
の
確
保
が
、
当

市
で
も
大
き
な
課
題
で
す
。
様
々

な
施
策
を
講
じ
て
、
確
保
す
る
た

め
の
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
市
内
の
介
護
事
業
所
へ

の
就
労
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に

「
ゼ
ロ
か
ら
学
ぶ
、
介
護
の
し
ご
と

入
門
研
修
」を
実
施
し
、
介
護
人
材

の
裾
野
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
介
護
に

関
す
る
入
門
的
研
修
　※7
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
都
内
で
最
初
に
当
市

が
手
が
け
た
も
の
で
す
。
こ
の
研
修

を
受
け
た
の
ち
、
専
門
職
へ
と
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
専
門
職
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
た
め
に
八
王

子
市
介
護
人
材
資
格
取
得
支
援
事
業

補
助
金
制
度
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

初
任
者
研
修
や
実
務
者
研
修
、
介
護

福
祉
士
資
格
の
取
得
に
必
要
と
さ
れ

る
教
材
費
や
受
験
料
な
ど
の
全
部
ま

た
は
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

資
格
取
得
の
後
押
し
を
す
る
こ
と

この地を支えて40年
介護の魅力が
伝わる
八王子へ

日々の暮らしから 介護まで
幅広い取り組みで 八王子を支える

社
会
福
祉
法
人
一
誠
会 

理
事
長

鈴
木
康
之

特別対談 鈴木康之一誠会理事長×石森孝志八王子市長
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で
、
介
護
技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

鈴
木　

当
法
人
で
も
、
あ
ら
ゆ
る

方
々
に
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
地
域
交
流
会
」と
い
う
形
で
講
演

会
を
独
自
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
人
に
介
護
に
関
心
を
も
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
年
に
一
度
、
市
内
の
２
つ

の
法
人
と
共
に「
八
王
子
介
護
フ
ェ

ア
」を
２
０
１
６
年
か
ら
開
催
し
て

い
ま
す
。
介
護
に
関
す
る
講
演
会
や

介
護
体
験
会
、
施
設
で
つ
く
っ
た
作

品
の
展
示
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
の
申
請
の
仕
方
や
、
ど
の

よ
う
な
介
護
を
市
内
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
な
ど
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
て
い
る
た
め
、
多
く
の

方
に
来
場
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

石
森　

介
護
事
業
者
の
方
に
自
ら
地

域
の
方
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
た
だ
け
る
の
は
、
と
て
も
あ
り
が

た
い
で
す
ね
。
市
と
し
て
も
頼
も
し

く
感
じ
ま
す
し
、
も
っ
と
広
ま
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。

質
の
高
い
介
護
が
で
き
る 

人
材
を
育
て
る
こ
と
に
尽
力

︱
︱
介
護
人
材
に
関
し
て
は
、
外
国

人
材
の
活
用
や
育
成
の
仕
方
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
あ
り
ま
す
。

石
森　

八
王
子
市
で
は
、
外
国
人
介

護
人
材
の
確
保
に
も
注
力
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
９
年
度
か
ら
は
、
市
内

の
日
本
語
学
校
と
連
携
を
し
て
、
介

護
職
を
目
指
す
外
国
人
の
た
め
の
日

本
語
教
室
を
開
講
し
ま
し
た
。現
在
、

約
40
人
の
若
い
外
国
人
の
方
が
介
護

現
場
で
必
要
と
さ
れ
る
日
本
語
の
能

力
を
磨
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
外

国
人
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木　

外
国
人
介
護
人
材
に
関
し
て

は
、
当
法
人
で
も
積
極
的
に
迎
え
入

れ
よ
う
と
考
え
、現
在
準
備
中
で
す
。

多
く
の
人
が
介
護
の
現
場
で
働
け
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
注
力
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
優
秀
な
人
材
は
、
集
め

る
だ
け
で
な
く
育
て
る
こ
と
も
重
要

で
す
。
当
法
人
で
は
、
介
護
の
質
を

高
め
る
た
め
の
職
員
向
け
の
勉
強
会

な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
介
護
職
員

の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と
を
と
て
も

重
視
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
が
医
師

で
す
の
で
、
医
療
的
な
観
点
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
で
き
る
の
も
、
当
法
人
の

強
み
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
年
に
一
度
、
各
部
署

で
ケ
ア
の
成
果
を
報
告
す
る
実
践
研

究
発
表
会
を
行
っ
て
お
り
、
看
護
課

に
お
い
て
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
薬

を
飲
む
こ
と
や
皮
下
注
射
に
よ
る
治

療
法
で
ど
れ
だ
け
骨
折
予
防
に
つ
な

が
る
の
か
の
研
究
発
表
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
ケ
ア
や
医
療
を
提
供
す
る

だ
け
で
な
く
、
日
々
の
業
務
が
ど
の

よ
う
な
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

か
を
、
広
く
示
し
た
い
で
す
。

石
森　

介
護
だ
け
で
な
く
、
医
療
部

門
で
も
充
実
し
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
の
は
と
て
も
頼
も
し
い
で

す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
市
内
に

も
広
げ
て
い
き
、
八
王
子
市
全
体
の

福
祉
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

介
護
の
魅
力
を
広
く
伝
え 

学
生
な
ど
に
も
届
け
る

︱
︱
介
護
事
業
者
と
地
域
の
関
係
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。
ま

た
、
行
政
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
か
。

鈴
木　

介
護
現
場
の
様
子
を
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。前
述
の「
八
王
子
介
護
フ
ェ

ア
」で
は
、
近
く
に
あ
る
大
学
の
学

生
さ
ん
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
若
い
人
た
ち
に
介
護
の

仕
事
の
必
要
性
を
実
感
し
、
働
き
た

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

石
森　

八
王
子
市
は
全
国
有
数
の
学

園
都
市
で
す
し
、
最
近
は
学
校
側
も

学
生
を
地
域
と
交
流
さ
せ
た
い
と
い

う
思
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。
行
政
と

八王子市の後援のもと「八王子介護フェア」を開催。八王子
市高齢者いきいき課長にもご挨拶をいただきました

法人内研修では、八王子市高齢者福祉課の職員に
地域包括ケアシステムについて講演いただきました
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石森孝志
（いしもりたかゆき）

●1957年８月８日、東京都八王子市出身。八王子市立加住小学
校を経て明星中学・高校・大学（経済学科）を卒業。東京都経済農業
協同組合連合会（現全農）10年勤務、八王子市議会議員3期、東
京都議会議員2期、都議会環境建設委員会理事を経て、2012年
１月、第29代八王子市長に就任。2015年４月に初代中核市八王
子市長、2020年１月に３選を果たし、第31代八王子市長に就任。

し
て
も
、
学
生
が
地
域
に
出
て
き
て

く
れ
る
の
は
あ
り
が
た
い
で
す
し
、

活
性
化
に
結
び
つ
き
ま
す
。

鈴
木　

当
法
人
で
は
、
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
　※8
や
看

護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
　※9
な

ど
、
住
み
慣
れ
た
家
で
暮
ら
し
続
け

る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
２
０
２
０
年
度

か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　※10
の

運
営
を
受
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
介
護
が
必
要
と

な
る
最
前
線
の
地
域
の
人
の
声
が

や
っ
と
聞
け
る
体
制
に
な
っ
た
か
な

と
思
い
ま
す
。
在
宅
で
最
期
ま
で
過

ご
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
に
、

よ
り
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

石
森　

当
市
は
市
域
が
広
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
特
性
も
あ
り
ま
す
。
特

に
一
誠
会
さ
ん
が
あ
る
地
域
は
人
が

多
く
流
入
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
の

で
、
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い

る
法
人
が
長
く
地
域
を
支
え
、
そ
こ

に
密
着
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
く

れ
て
い
る
こ
と
は
と
て
も
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　

地
域
の
状
況
を
市
側
も
よ
く

理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
常
々

感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
都
内
唯
一
の

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
※11
に
対
す
る

市
独
自
の
補
助
金
制
度
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
で
き

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
当
法
人
含
め

て
行
政
か
ら
の
支
援
が
あ
っ
て
こ

そ
、
八
王
子
市
の
介
護
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

石
森　

一
誠
会
さ
ん
は
様
々
な
事
業

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
八
王
子

市
の
ほ
か
の
法
人
に
も
広
ま
っ
て
い

け
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

先
も
地
域
に
根
付
い
た
施
設
と
し

て
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様
か
ら
愛
さ

れ
る
施
設
と
し
て
の
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

鈴
木　

医
療
・
介
護
と
い
っ
た
専
門

的
な
と
こ
ろ
か
ら
、
暮
ら
し
の
部
分

ま
で
、
幅
広
く
地
域
を
支
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

︱
︱
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
１ 

老
老
介
護　

高
齢
者
同
士
で
行
う
介
護
の

こ
と

※
２ 

ダ
ブ
ル
ケ
ア　

育
児
と
介
護
を
同
時
に
行

う
こ
と

※
３ 

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医　

認
知
症
対
応
に
習

熟
し
た
医
師
で
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
養

成
研
修
を
修
了
し
、
か
か
り
つ
け
医
へ
の

助
言
等
の
支
援
を
行
う
医
師
の
こ
と

※
４ 

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護　

認
知
症
の
方

に
対
し
て
、
入
浴
や
排
泄
、
食
事
な
ど
の
介

護
や
生
活
な
ど
に
関
す
る
相
談
、
健
康
状

態
の
確
認
、
機
能
訓
練
な
ど
を
行
う
も
の

※
５ 

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
　
動
物
と
触
れ
合
う
こ

と
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
や
ス
ト
レ
ス
緩
和

を
図
る
取
り
組
み

※
６ 

タ
ク
テ
ィ
ー
ル
ケ
ア　

手
で
触
れ
る
な
ど
、

肌
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
重
点

を
置
い
た
認
知
症
の
緩
和
ケ
ア

※
７ 

介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修　

介
護
未
経

験
者
向
け
の
基
本
的
な
研
修
。
１
日
（
３

時
間
）や
１
週
間
（
21
時
間
）で
行
い
、
受

講
者
は
通
所
・
居
住
・
施
設
系
サ
ー
ビ
ス

の
介
護
職
員
と
し
て
従
事
で
き
る

※
８ 

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

日
中
・
夜
間
を
通
じ
て
、
訪
問
介
護
と
訪

問
看
護
が
一
体
的
に
ま
た
は
密
接
に
連
携

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
。
定
期

的
な
訪
問
だ
け
で
な
く
、
随
時
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

※
９ 

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護　

退
院

直
後
や
が
ん
末
期
な
ど
医
療
ニ
ー
ズ
の
高

い
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
て
、
通
い
や
訪

問
、
泊
ま
り
な
ど
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
組

み
合
わ
せ
て
療
養
支
援
を
行
う
こ
と

※
10 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

高
齢
者
の
医

療
・
介
護
・
保
健
・
福
祉
な
ど
の
様
々
な

悩
み
に
答
え
る
総
合
相
談
窓
口
。
介
護
や

医
療
に
関
す
る
専
門
知
識
を
も
っ
た
職
員

が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
日
常
生
活
支
援
な

ど
の
相
談
に
あ
た
る

※
11 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス　

要
介
護
者
の
住

み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
た

め
、
身
近
な
市
町
村
で
提
供
さ
れ
る
の
が

適
当
と
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。
定
期

巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
や
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護
な
ど
が
含
ま
れ
る

特別対談 鈴木康之一誠会理事長×石森孝志八王子市長
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一
誠
会
は
、
人
の
命
を
守
る
仕
事
に
誇
り
を
も

ち
、絶
え
ず
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
、

未
来
に
向
か
っ
て
進
化
さ
せ
て「
幸
せ
」を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
国
が
進
め
て
い
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
は
、
高
齢
者
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
医
療
」「
介
護
」「
予
防
」「
住

ま
い
」「
生
活
支
援
」が
切
れ
目
な
く
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
社
会
の
実
現
で
す
。

一
誠
会
で
は
、
こ
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を「
絵
に
描
い
た
餅
」に
終
わ
ら
せ
ず
、
真
に
実

現
す
る
た
め
、
現
在
八
王
子
市
内
で
13
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
通
じ
て
幅
広
い
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
と
共
に
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
る
住
ま
い
と
し
て
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
加
え
て
、
ス
タ
ッ
フ
や
地
域
住
民
な
ど
が
安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
企
業
主
導
型
保

育
所
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
４
年
か
ら
は
独
居
高
齢
者
な
ど

の
見
守
り
を
兼
ね
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
健
康
寿
命

の
延
伸
を
図
る
た
め
の
介
護
予
防
教
室
な
ど
、
地

域
貢
献
を
目
的
と
し
た
地
域
公
益
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
誠
会
を
利
用
さ
れ
る
方
々
が
安
心

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
す
べ
て
の

事
業
所
に
お
い
て
品
質
の
国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
開
設
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護
の
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
の
設
置
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

一
誠
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
の
良
き

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
一
層「
信
頼
」を
大
切
に

し
な
が
ら
、
常
に
前
進
し
、
新
た
な
モ
ノ
を
求
め

て
自
ら
が
未
来
を
切
り
拓
き
、
新
し
い
価
値
を
創

出
す
る
未
来
創
造
の
社
会
福
祉
法
人
で
あ
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

一誠会が
目指す
未来像

未
来
を
創
り
続
け
る
社
会
福
祉
法
人
と
し
て

初音の杜

グループホーム

初音の杜

認知症対応型 
デイサービスセンター

初音の杜

地域密着型 
デイサービスセンター

偕楽園ホーム
第二偕楽園ホーム

短期入所生活介護

第二偕楽園ホーム

サービス付き
高齢者向け住宅
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一誠会では、地域の高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援を目的に、可能な限り住み慣れた
地域で生活を継続することができるよう「介護」、「医療」、「予防」という専門的なサービスと、
その前提としての「住まい」と「生活支援・福祉サービス」が相互に関係し、連携しながら在
宅の生活を支える地域包括ケアシステムの実現に努めています。

一誠会が目指す地域包括ケアシステムとは

一誠会の地域包括ケアシステム

24時間電話対応

かいらくえん
企業主導型保育所

偕楽園ホーム

特別養護老人ホーム

第二偕楽園ホーム

地域密着型 
特別養護老人ホーム

第二偕楽園ホーム

訪問看護
ステーション

偕楽園ホーム

居宅介護支援事業所

偕楽園ホーム

定期巡回・随時対応型
訪問介護看護

楽らくサロン
介護予防教室

第二偕楽園ホーム

看護小規模多機能型 
居宅介護

介護予防

住まい

介　護

クリニック

地域包括支援センター
大和田（仮称）

生活支援

医 療

配食サービス

介護のこと
よろず相談

©  hisa-nishiya  stock.adobe.com
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 介 護 職 員

ご利用者の方々が
幸せを感じられるような

ケアを目指して

一誠会では様々な職種の人が働いています。
ここでは、そんな一誠会の仲間がどのような思いをもって、どんな仕事をしているのかを紹介します。

安
心
し
て
生
活
で
き
、
施
設
に

入
所
し
て
も
、
夢
や
希
望
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、介
護

課
で
は
24
時
間
交
替
勤
務
で
、他
職

種
と
連
携
し
な
が
ら
よ
り
良
い
ケ

ア
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。入

浴
、
食
事
、
排
泄
な
ど
の
お
世
話
を

す
る
た
め
、大
変
な
仕
事
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、
目

の
前
に
い
る
方
の
幸
せ
を
考
え
、笑

顔
に
す
る
こ
と
が
で
き
、私
た
ち
も

笑
顔
に
な
れ
る
素
敵
な
仕
事
で
す
。

ま
た
、定
期
的
に
行
事
を
開
催
す

る
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

協
力
で
、毎
月
の
ク
ラ
ブ
活
動・外
出

な
ど
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

日
々
の
楽
し
み
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

多様な専門職がサポート
一誠会で働く仲間たち
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機能訓
練指導員

 ケアマネジャー

介護保険を利用して
住み慣れた自宅で

過ごせるように

エコシステムとしての
リハビリテーションで

ご利用者を支える

介
護
保
険
と
い
っ
て
も
、お
元

気
な
う
ち
は
あ
ま
り
馴
染

み
の
な
い
も
の
か
と
思
い
ま
す
。私

ど
も
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
に
お
い
て
、自
宅
で
過

ご
さ
れ
て
い
る
方
で
要
支
援・
要
介

護
の
認
定
を
受
け
た
方
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の
生
活
を
安

心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、在
宅
で
の
生
活
に

お
け
る
困
り
ご
と
に
対
し
、介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
の
社
会
資
源

を
活
用
し
て
、そ
の
人
が
そ
の
人
ら

し
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
、様
々
な
相
談
に
乗
っ
て
い
ま

す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
語
源

は「re

（
再
び
）」と「habilis

（
適
し
た
）」と
い
う
語
で
、訓
練
の
み

を
指
す
の
で
は
な
く「
再
び
社
会
に

適
応
し
生
活
で
き
る（
復
権
）」で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。特
養
や
デ

イ
は
大
き
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム（
生
態

系
）で
あ
り
、
ご
利
用
者
が
そ
こ
に

適
応
さ
れ
る
お
手
伝
い
を
す
る
の

が
、私
た
ち
の
使
命
で
す
。

こ
の
中
で
最
も
大
切
な
構
成
要
素

は
現
場
の
介
護
職
員
さ
ん
で
す
か

ら
、「
そ
の
時
、
そ
の
場
で
」現
場
の

問
題
に〝
言
葉
〟で
は
な
く〝
体
〟で
ぶ

つ
か
り
、時
に
は
冷
や
汗
を
か
き
つ

つ
お
手
本
と
な
り
、時
に
は
共
に
解

決
を
目
指
し
ま
す
。
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看 護 師

個々の状態に合わせて
ご利用者の健康を

支える専門職

管理栄養士

元気な姿を支えるため 
おいしい食事と 

健康を両立させる

栄
養
課
で
は
ご
利
用
者
の
栄

養
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

栄
養
ケ
ア・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
、

低
栄
養
な
ど
の
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た

栄
養
ケ
ア
計
画
の
作
成
、計
画
書
に

基
づ
い
た
食
事
の
提
供
な
ど
を
、ご

利
用
者
の
様
子
を
見
な
が
ら
行
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、
当
施
設
で
は
お
花

見
会
食
や
敬
老
会
食
、ク
リ
ス
マ
ス

会
、お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ
な
ど
季
節

ご
と
に
行
事
食
を
提
供
し
、食
事
を

通
し
て
施
設
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
お
い
し
か
っ
た
」と
喜
ん
で
い
た

だ
け
た
り
、食
べ
る
意
欲
が
出
て
元

気
に
な
っ
た
姿
を
見
る
と
、や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
。

高
齢
者
施
設
の
看
護
師
の
役

割
は
主
に
健
康
管
理
で
す
。

検
温・服
薬
管
理・通
院
同
行・注
射・

採
血
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

病
院
と
は
異
な
り
基
本
的
に
重
篤

な
症
状
の
方
は
入
所
し
て
い
な
い

た
め
、
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
い
、

個
々
の
意
向
に
添
っ
て
持
病
が
あ
っ

て
も
元
気
に
生
活
で
き
る
よ
う
、細

か
い
部
分
ま
で
看
護
に
携
わ
る
こ
と

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。し
か
し
、
ご

利
用
者
の
中
に
は
自
分
で
体
調
の
変

化
を
伝
え
ら
れ
な
い
方
も
い
ま
す

の
で
、介
護
職
員
な
ど
と
協
力
し
な

が
ら
ご
利
用
者
の
状
態
変
化
を
観
察

し
、必
要
時
の
医
師
診
察
や
緊
急
時

対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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生活
相談員・　　　　　

　　
　ケアマネジャー

ご家族やご利用者と 
ホームを 

つなぐ窓口として

保 育 士

預かるだけじゃない !
やる気を引き出す 

保育のプロがいます

私
達
は
、子
ど
も
に
と
っ
て
良

い
保
育
を
提
供
す
る
こ
と
を

常
に
考
え
て
い
ま
す
。子
ど
も
の
発

達
を
考
え
る
先
生
、保
育
と
調
理
が

で
き
、い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
子
ど

も
を
見
れ
る
先
生
、制
作
や
イ
ラ
ス

ト
が
得
意
な
先
生
、手
芸
が
得
意
で

衣
装
を
つ
く
れ
る
先
生
、子
育
て
経

験
豊
富
な
先
生
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の

持
ち
味
を
活
か
し
、自
分
ら
し
く
輝

き
な
が
ら
保
育
が
で
き
る
環
境
で
す
。

子
ど
も
の
成
長
を
保
護
者
と
と
も
に

喜
び
合
い
、子
ど
も
の
や
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
を
引
き
出
し
、成
長
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

素
敵
な
保
育
所
に
な
れ
る
よ
う
、

頑
張
り
ま
す
。

相
談
支
援
課
で
は
ご
利
用
者

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
、

通
院
の
付
き
添
い
、こ
れ
か
ら
入
所

を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
の
施
設
見
学

の
対
応
な
ど
、様
々
な
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
援
助
の
専
門
職
と
し

て
、ご
利
用
者
か
ら
の
相
談
に
乗
っ

た
り
、ご
家
族
か
ら
の
相
談
や
要
望

に
応
え
る
の
も
相
談
支
援
課
の
仕
事

で
す
。現
場
職
員
や
ご
利
用
者
本
人

の
要
望
を
受
け
て
、ご
家
族
へ
連
絡

を
差
し
上
げ
る
窓
口
と
し
て
の
役
割

も
あ
り
ま
す
。ご
利
用
者
の
生
活
が

よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う
、多
職

種
協
働
の
要
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。
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時
間
を
上
手
に
使
い 

ご
利
用
者
と
交
流
す
る

︱
︱
勤
続
年
数
が
異
な
る
４
人
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

が
現
在
、
働
く
中
で
意
識
し
て
い
る

こ
と
は
何
で
す
か
。

佐
藤
●
自
分
は
一
昨
年
、
高
校
の
普

通
科
を
卒
業
し
て
一
誠
会
に
入
職
し

ま
し
た
。
介
護
に
つ
い
て
勉
強
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
働
き
な

が
ら
日
々
勉
強
中
で
す
。
２
年
目
に

入
っ
て
か
ら
は
、
少
し
ず
つ“
慣
れ
”

が
出
て
き
ま
し
た
。
今
は
こ
の
慣
れ

が
課
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
者
に
対
し
て
、
親
し
み
を

持
っ
て
接
し
て
し
ま
っ
た
結
果
、
友

達
口
調
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
た

び
た
び
あ
り
ま
し
た
。

加
藤
●
私
は
今
年
で
一
誠
会
に
入
っ

て
15
年
目
に
な
る
の
で
す
が
、
自
分

も
ご
利
用
者
に
対
し
て
友
達
口
調
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
時
期
が
あ
り

ま
し
た
よ
。
年
数
を
重
ね
て
い
け
ば

自
然
と
使
わ
な
く
な
る
も
の
で
も
な

い
と
思
う
の
で
、
心
が
け
が
大
事
。

何
年
経
っ
て
も
、
ご
利
用
者
へ
の
敬

意
は
意
識
し
な
い
と
ダ
メ
で
す
ね
。

田
名
部
●
私
は
、
現
在
５
年
目
で
す

が
、
４
年
目
の
夏
に
主
任
に
な
り
ま

若手・中堅クロストーク

4人の介護職員が一誠会で働く中で感じている、法人内外問わず活動できる職場環境といった当
法人の魅力などを語り合います。また、勤続年数や年齢、経験も違う職員それぞれの視点で、
働きやすい職場についても考えます。

加
か

藤
と う

順
じゅん

さん

初音の杜�
入職 15 年目

椚
くぬぎ

麻
ま

里
り

さん 田
た

名
な

部
べ

彩
あ や

香
か

さん

佐
さ

藤
と う

佑
ゆ う

哉
や

さん
偕楽園ホーム�
入職 19 年目

偕楽園ホーム�
入職 5年目

偕楽園ホーム�
入職 2年目

多様な
研修がある コミュニケー

ションが
とりやすい

法人外でも
活躍中

一誠会の魅力ってなんだろう
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し
た
。
主
任
に
な
っ
て
か
ら
は
、
業

務
を
こ
な
す
こ
と
に
精
一
杯
で
、
ご

利
用
者
と
の
時
間
が
以
前
よ
り
も

減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
経
験
を
重

ね
て
、
で
き
る
こ
と
も
任
さ
れ
る
こ

と
も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
メ
イ
ン

業
務
の
ご
利
用
者
と
の
時
間
が
な
か

な
か
取
れ
ず
、
も
ど
か
し
さ
を
覚
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

椚
●
ご
利
用
者
と
の
時
間
は“
つ
く

ろ
う
”と
す
る
と
、
調
整
を
考
え
た

り
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

り
で
、つ
ら
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、

時
間
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
う
よ
。
私
も
係
長
と
い
う
役
職
に

就
い
て
い
ま
す
が
、
ず
っ
と
隙
間
な

く
仕
事
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
を
見
つ

け
て
、
ご
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ
う
に
意
識
し

て
い
ま
す
。
時
間
を
う
ま
く
使
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

多
く
の
研
修
で
学
び 

実
践
に
活
か
す

︱
︱
働
き
な
が
ら
ス
キ
ル
や
知
識
を

身
に
つ
け
る
の
は
、
大
変
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

田
名
部
●
一
誠
会
で
は
、
感
染
症
や

看
取
り
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
で
研
修

を
行
っ
て
い
る
の
で
、
実
務
以
外
で

も
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ら
れ

ま
す
。
個
人
的
に
は
看
取
り
の
研
修

が
印
象
に
残
っ
て
お
り
、
実
際
の
看

取
り
の
時
に
も
、
研
修
で
学
ん
だ
対

応
や
心
構
え
を
思
い
出
し
て
動
け
ま

し
た
。

佐
藤
●
自
分
も
法
人
内
外
問
わ
ず

様
々
な
研
修
に
出
て
い
ま
す
が
、
基

礎
的
な
も
の
か
ら
経
験
に
合
わ
せ
た

も
の
ま
で
あ
る
の
で
、
介
護
に
つ
い

て
初
心
者
だ
っ
た
自
分
に
と
っ
て
は

あ
り
が
た
い
で
す
。
日
常
業
務
と
合

わ
せ
て
、
研
修
を
使
い
な
が
ら
介
護

の
勉
強
を
進
め
、
３
年
経
っ
た
時
に

介
護
福
祉
士
の
資
格
が
取
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

椚
●
一
誠
会
と
し
て
、
ま
た
自
分
の

い
る
部
署
と
し
て
、
介
護
力
の
底
上

げ
や
均
等
化
を
図
る
こ
と
が
現
在
の

課
題
で
す
。
研
修
を
活
用
し
て
知
識

を
増
や
す
こ
と
も
、
そ
の
対
策
の
一

つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
ん
だ
こ

と
は
、
し
っ
か
り
と
現
場
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
切
。
研
修

に
出
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
現
場
で

実
践
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
身
に
つ
け

て
い
っ
て
ほ
し
い
な
。

加
藤
●
私
は
課
長
と
し
て
、
職
員
一

人
ひ
と
り
の
日
々
の
業
務
の
様
子
を

見
て
、職
員
の
希
望
も
聞
き
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
取
得
や
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
計
画
を
立
て
て
い

ま
す
。
学
ん
だ
こ
と
は
現
場
で
活
か

す
と
い
う
点
は
大
事
で
す
ね
。

人
間
関
係
が
良
好 

制
度
も
整
い
働
き
や
す
い

︱
︱
職
場
内
の
雰
囲
気
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

田
名
部
●
些
細
な
こ
と
で
も
、
誰
か

に
相
談
し
て
み
よ
う
と
思
え
る
雰
囲

気
が
あ
り
ま
す
。
人
間
関
係
の
面
で

恵
ま
れ
て
い
る
な
と
思
い
ま
す
。
相

談
で
き
る
環
境
で
あ
る
こ
と
が
、
一

緒
に
仕
事
を
す
る
チ
ー
ム
と
し
て
の

力
を
高
め
て
い
ま
す
。

椚
●
私
も
悩
ん
だ
と
き
に
、
職
場
の
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法人の外での活動も
含めて、いろいろな
経験をしてきました。
ほかの法人の職員と
の交流に刺激をもら
いました。
� 田名部さん

介護については何も
知らなかった。今は
土台をつくる大事な
時期なので、大変だ
けれども日々の業務
や研修を活用して精
一杯勉強しています。
� 佐藤さん

仲
間
に
救
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
田
名
部
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
し
っ
か
り

取
れ
て
い
る
職
場
だ
と
自
負
し
て
い

ま
す
。

加
藤
●
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
な
ど
を

通
し
て
、
お
互
い
の
意
見
や
考
え
も

き
ち
ん
と
言
い
合
え
る
関
係
が
つ
く

れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

︱
︱
働
き
や
す
さ
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

椚
●
産
前
産
後
休
業
や
育
児
休
業
も

取
り
や
す
い
の
で
、
結
婚
や
出
産
を

経
て
復
帰
す
る
人
も
多
い
で
す
。
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
両
立
し
な
が
ら
働

け
る
職
場
で
、
働
き
や
す
い
と
思
い

ま
す
。

加
藤
●
２
０
１
８
年
に
は
第
二
偕
楽

園
ホ
ー
ム
に
企
業
主
導
型
保
育
所
か

い
ら
く
え
ん
が
で
き
た
の
で
、
さ
ら

に
産
後
の
職
場
復
帰
が
し
や
す
い
環

境
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

田
名
部
●
働
き
や
す
い
職
場
で
は
あ

り
ま
す
が
、正
直
、辞
め
た
い
と
思
っ

た
こ
と
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
で

す
。
し
か
し
、
同
じ
職
場
の
人
に
支

え
ら
れ
た
り
、
ま
た「
こ
の
人（
ご

利
用
者
）と
も
う
少
し
一
緒
に
い
た

い
」と
思
え
た
り
し
た
こ
と
で
働
き

続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

佐
藤
●
私
は
ま
だ
辞
め
た
い
と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ

な
人
が
支
え
、助
け
て
く
れ
た
の
で
、

こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
で
き
る

こ
と
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
、
自

分
も
一
誠
会
の
チ
ー
ム
の
一
員
だ
と

思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

加
藤
●
私
は
一
度
、
ケ
ガ
を
し
て
し

ま
っ
た
際
に
、
辞
め
な
け
れ
ば
い
け

な
い
な
と
考
え
た
よ
。
当
時
は
偕
楽

園
ホ
ー
ム
に
勤
務
し
て
い
た
の
で
す

が
、
ケ
ガ
や
身
体
の
状
態
を
踏
ま
え

て
、
日
勤
だ
け
の
初
音
の
杜
に
異
動

さ
せ
て
も
ら
え
た
こ
と
で
、
現
在
ま

で
一
誠
会
で
働
き
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
当
法
人
は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
も
、
看

護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
や
定

期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看

護
な
ど
介
護
だ
け
で
も
様
々
な
事
業

を
行
っ
て
い
る
の
で
、
自
分
に
合
っ
た

働
き
方
が
で
き
る
職
場
を
選
べ
ま
す
。

地
域
の
人
や
他
法
人
と
も 

積
極
的
に
接
点
を
持
つ

︱
︱
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
の

も
一
誠
会
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
い

ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
か
。



23　社会福祉法人一誠会 40周年記念誌

一誠会としてのさら
なる介護技術の向上
を目指しています。研
修や勉強会は、実践
に落とし込まなけれ
ば意味がないです。�
� 椚さん

多事業展開でいろん
な働き方ができるよ
うになった。ケガをし
た際も、異動するこ
とで働き続けられま
した。
� 加藤さん

佐
藤
●
多
事
業
展
開
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
一
誠
会
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

え
る
機
会
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
入

り
口
に
し
て
、
一
誠
会
の
ほ
か
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
知
っ
て
も
ら

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

加
藤
●
２
０
２
０
年
度
は
さ
ら
に
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を

市
か
ら
受
託
し
ま
し
た
。
様
々
な
事

業
を
行
っ
て
い
る
当
法
人
だ
か
ら
こ

そ
、
要
介
護
状
態
に
な
る
前
の
人
に

も
、
要
介
護
状
態
の
人
に
も
対
応
で

き
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
相
談
者
に

様
々
な
提
案
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

︱
︱
仕
事
を
通
じ
て
、
職
場
以
外
の

方
と
会
う
機
会
な
ど
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

椚
●
一
誠
会
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
に
近

所
に
住
ん
で
い
る
方
が
来
て
く
れ
た

り
、
日
常
的
に
地
域
の
人
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
訪
れ
て
い
る
の
で
、

職
員
や
ご
利
用
者
以
外
の
方
と
の
接

点
が
多
く
あ
り
ま
す
。
様
々
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
が
い
る
の
で
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
で
い
ま
す
。

加
藤
●
地
域
の
お
祭
り
や
消
防
団
な

ど
に
も
参
加
し
て
お
り
、
介
護
に
関

係
の
な
い
地
域
の
人
と
も
接
点
が
持

て
て
い
ま
す
。

椚
●
前
に
も
出
ま
し
た
が
、
外
部
研

修
や
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
す
る
機
会

が
多
く
あ
り
ま
す
。田
名
部
さ
ん
も
、

外
で
の
活
動
と
し
て
、
東
京
ケ
ア

リ
ー
ダ
ー
ズ
に
参
加
し
て
い
た
よ

ね
。

田
名
部
●
は
い
、
一
誠
会
の
代
表
と

し
て
東
京
ケ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

　※１

と
い

う
、
東
京
都
の
若
手
介
護
職
員
の
活

動
に
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
実
際

に
参
加
し
て
、
他
法
人
の
若
手
職
員

と
交
流
で
き
る
貴
重
な
経
験
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

佐
藤
●
外
部
研
修
で
は
一
誠
会
の
中

に
い
る
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
も

経
験
で
き
る
の
で
、
学
ぶ
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
日
々
の
仕
事
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
で

す
。

加
藤
●
一
誠
会
の
主
催
で
な
い
地
域

行
事
へ
の
参
加
や
法
人
外
の
人
と
の

交
流
は
、
一
誠
会
を
知
っ
て
も
ら
え

る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
機
会
を
活
か
し
て
、
積
極
的

に
地
域
の
人
た
ち
や
他
法
人
の
人
と

か
か
わ
り
、
よ
り
良
い
介
護
の
提
供

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

※1 東京都内の高齢者福祉施設・事業所で働く若手介護職員によるユニット。自分たちの言葉で「介護の仕事の魅力」を伝えることを目的に活動しています。
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一誠会の職員やご利用者に関する数字を集めました。
一誠会の特徴やカラーが、これらの数字から見えてきます。

数字でわかる一誠会

162

3.9127

4：6

3：7

（人）

令和元年12月1日〜 31日

うち外国人介護職員 　　人

※ 特別養護老人ホーム偕楽園
ホームのご利用者の平均要
介護度

男性

男性 女性

女性

職員数 男女比

全職員の勤続年数介護職員の年齢分布

ご利用者の平均要介護度ご利用者の男女比率 面会者数

〜3年

50％

〜5年

13％

30代

20％

20代

15％

3

40代

24％

50代

32％

〜20年

15％

〜10年

18％

20年以上  4％60代以上  
9％

（人）
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通勤手段

71

9 144

25

68
（人）

（人）（種類）
★ 偕楽園ホーム：35人
★ 初音の杜：84人
★ 第二偕楽園ホーム：25人

※特に表記のないデータは令和元年12月現在のものです

令和元年12月1日〜 31日
（犬や亀、熱帯魚などが元気に暮らしています）

うち入職後取得者

介護職員の

約

ボランティアさん（延べ活動人数）

介護福祉士取得者数

112
（人）

市内在住職員

50
（人）

市外在住職員

法人内ペット

車　  136人

バイク　  5人

バス　　  8人

自転車　  9人

徒歩　　  4人

（人）

（％）

● ほ乳類　　4種類　　● 両生類　　1種類
● は虫類　　1種類　　● 魚　類　　3種類

1位は
ダントツで車
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仕事もプライベートも両立できる！

一誠会で働く１日
介護介護

特別養護老人ホーム
上村那智さんの１日

通所介護
織田澤有香さんの１日

  9：00　　出勤・朝礼  8：30　　出勤

  9：00　　お出迎え・送迎

18：00　　退勤17：30　　記録・退勤

 13：00　　口腔ケア

 13：15 〜 14：15　　休憩

12：00　　食事介助・見守り

13：00 〜 14：00　　休憩

10：30　　排泄介助

10：00　　プチミーティング（申し送り）

10：00　　朝の会・回想法
日時の認識や「おとなの学校※1」を取り入れ、ご利
用者との会話を楽しみながらサービスを提供します。

14：00　　レクリエーション・個別活動
ご利用者に楽しんでいただくために工夫した複数
のプログラムを用意して、運動不足とストレスの
解消を図ります。またご希望のあるご利用者に、
化粧セラピー※2も実施しています。

一誠会では、介護職をはじめとした様々な職種の人が様々な働き方をしています。
ここでは、4人の職員のある1日を紹介します。

12：30　　昼食配膳・食事介助
食事はご利用者が楽しみにしている時間なので、
楽しい雰囲気づくりを心がけています。服薬介助、
食事量のチェックなど、緊張感があります。

 16：00　　外部研修（東京ケアリーダーズ）

他施設の職員と一緒に学び、交流を深めています。
活動は、2 カ月に一度の定例会と、東京都高齢者
福祉施設協議会のイベントのお手伝いなどです。

 14：30　　レクリエーション（クラブ）
月に一度開催される華道クラブを担当しています。
季節に合ったお花を生けてもらい、毎月記念撮影
を行っています。

16：00　　お見送り・送迎
送迎中はご利用者と積極的に会話を楽しみます。
いろいろなことを教えていただく良い機会です。

15：00　　おやつ

※1 「学校」をコンセプトとして高齢者向け教科書を使用し、高齢者の生活意欲や自立意識を高めることを目的とした、認知症高齢者でも「学ぶ場」を提供する活動です。
※2 お化粧をすることを通じて、心理的・社会的・生理的効果を活用してQOL＝生活の質の向上を目指すケア手法です。
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保育 相談
企業主導型保育所
丸山亜由さんの１日

居宅介護支援事業所
田中健太郎さんの１日

  8：00　　出勤   9：00　　出勤

15：00　　おやつ・お帰りの会・お見送り

16：30　　打ち合わせ 17：00　　打ち合わせ

12：00 〜 13：00　　休憩

17：00　　 在園児の引き継ぎ後、退勤 18：00　　退勤

13：00 〜 14：00　　休憩

11：00　　子どもたちの昼食

13：00　　ケアプランの作成・事務作業

  8：30　　お預かり
保護者から子どもの体調や様子を聞いたうえで、
子どもと楽しい雰囲気で保護者をお見送り。

  9：30　　メールや予定のチェック
面接や施設見学、ケアカンファレンスや通院等の
予定を確認し、相談支援課内で業務の割り振りを
行います。

  9：00　　朝の会・おやつ・散歩
個々の子どもの主体性を認めた保育を行います。基
本は、外遊び。自然を通して五感を刺激し、身体を
たくさん動かし、丈夫な身体へと育てます。

16：00　　カンファレンス
介護サービスにおいて、一番の肝と言って良いか
もしれません。多職種協働で行います。偕楽園ホー
ムのカンファレンスは、多くのご家族にも参加し
ていただいています。

12：00　　お昼寝・連絡帳記入
午睡中は、連絡帳や保育日誌を記入するほか、乳
児突然死症候群（SIDS）を防ぐために 5 分おきの
チェックの記入も行います。

10：00　　面談
事務所に来てくださったご利用者が、いろいろな
お話をされていきます。ご利用者の話に耳を傾け、
様々な要望に応えていきます。

まるやま・あゆ

2018年、入職。個人
差のある子どもの発
達を丁寧に見て、子
どもにとって自ら意
欲や好奇心を持てる
安心な存在になれた
らと思っています。

たなか・けんたろう

2004年、入職。未経
験で福祉業界に飛び
込んで、はや15年。
いまだに日々勉強の
毎日です。

おだざわ・ゆか

2014年、入職。下の
娘が1歳になった頃、
入職しました。その娘
も今 は 小 学 校1年
生。子育てと仕事を
両立し、家庭も仕事
もプライベートも楽し
んでいます。

かみむら・なち

2018年、入職。2年
目の介護福祉士で
す。仕事で悩んだ時
にご利用者の笑顔
で元気をもらってい
ます。
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一
誠
会
が
行
っ
て
い
る
地
域
貢
献
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

施
設
内
に
と
ど
ま
ら
な
い
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

家庭で介護している地域の方などに向け、月1回、参加費無料で、介護や
福祉などの講座を開催しています。

地域交流会

毎週火曜日、理学療法士を中心に介護予防のための
体操を行っています。また、食事も召し上がってい
ただいており、地域の方々が交流する場にもなって
います。

楽らくサロン（介護予防教室）

ケアマネジャーが地域の公民館や第二偕楽園ホー
ムで、介護をする家族が抱える悩みなどに応える
相談会を定期的に開催しています。

介護のことよろず相談

地
域
の
一
員
と
し
て 

こ
の
町
と
共
に
歩
む

独居高齢者の世帯などに、安否確
認を兼ねて食事を届けます。月曜
日から土曜日にお届けしています。

配食サービス

お一人では移動が困難な方の受診
の送迎や買い物代行などを行う、
インフォーマルなサービスです。

生活支援

地域にお住まいの方々に対し、一誠会の機能を活かした様々な活
動を行っています。活動を通じ、地域の方々がボランティアとし
て施設の取り組みに参加していただけるようになるなど、地域の
方々との顔の見える関係づくりにもつながっています。

暮らしを支える

一
誠
会
の
地
域
貢
献
活
動
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毎年9月に行われる若松神社の例大祭の宵宮（前夜祭）では屋台の出
店、本宮では職員でおみこしを担がせていただいています。

若松神社例大祭

消防団入団

宮下町盆踊り大会

施設職員が地域の消防
団に入団しています。地
域の防災活動にも参加
し、安心・安全に暮らせ
る町づくりに貢献して
います。

準備から職員が参加し、会場の設営を手
伝い、屋台を出して協力しています。

八王子介護フェア（講演会・介護体験）

地域に協力

近隣の社会福祉法人と共催で、楽しく介護の魅力を知って
いただくために、講演会や介護体験などのイベントを行っ
ています。八王子市の後援もあり、医療機関や地域包括支
援センターと協働して開催しています。

発信する

地域の活性化にもつながるように、地
域の行事にも積極的に職員が参加して
います。法人と地域の方々とのつなが
りができ、相互で支え合う関係性がつ
くられるようになりました。
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一
誠
会
で
は
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
ご
来
園
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

音
楽
や
お
花
、
手
品
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
活
動
で
、
ご
利
用
者
の
日
々

の
生
活
に
彩
り
を
添
え
ま
す
。
そ
ん
な
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中

か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

一
誠
会
の
毎
日
を
彩
る

魅
力
あ
ふ
れ
る 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

マジックハーモニカ 日本舞踊

健康音楽火曜コンサート 歌朗読

傾聴

ご利用者の生活を 
支援するボランティア

書道茶道

ご利用者参加型の

支援ボランティア
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わらべうた歌遊び ハーモニカ

カラオケ

ほかにもたくさんのボランティア
の方がいらっしゃいます。
いつもありがとうございます。

火曜コンサート

アコーディオンオカリナ

レクリエーション
を支援するボランティア

民謡華道 茶道
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●  デイサービスセンター初音の杜　定員:18人
	 （地域密着型通所介護事業所╱介護予防・日常生活支援総合事業）

●  デイサービスセンター初音の杜　定員:12人

	 （認知症対応型通所介護事業所）

●  グループホーム初音の杜　定員:2ユニット18人

	 （認知症対応型共同生活介護事業所）
	 （1ユニット9人）
	 TEL. 042-691-8289　FAX. 042-692-1772

	 〒192-0005 東京都八王子市宮下町988番地

●  特別養護老人ホーム 偕楽園ホーム　定員:100人

	 （法人本部╱特別養護老人ホーム╱短期入所生活介護事業）

	 TEL. 042-691-2830　 FAX. 042-691-8288
●  偕楽園ホーム 居宅介護支援事業所
	 TEL. 042-696-5238　FAX. 042-691-8288
●  偕楽園ホーム 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所
●  偕楽園ホーム 夜間対応型訪問介護事業所
●  偕楽園ホーム 訪問介護事業所
	 TEL. 042-659-3366　FAX. 042-691-8288
	 〒192-0005	東京都八王子市宮下町983番地

●  地域密着型特別養護老人ホーム 第二偕楽園ホーム　定員:29人

●  第二偕楽園ホーム 短期入所生活介護事業所　定員:9人
	 TEL.  042-691-0913　FAX. 042-691-1870
●  第二偕楽園ホーム 看護小規模多機能型居宅介護事業所
 登録定員:29人（通い18人、泊り9人）
	 TEL.  042-691-1866　FAX. 042-691-1870
●  第二偕楽園ホーム 訪問看護ステーション
	 TEL.  042-691-1867　FAX. 042-691-1870
●  第二偕楽園ホーム サービス付き高齢者向け住宅　部屋数:12室

	 TEL.  042-691-1866　FAX. 042-691-1870

●  企業主導型保育所 かいらくえん
 　定員:11人

　 TEL.  042-691-1868　FAX. 042-691-1870

	 〒192-0004
 東京都八王子市加住町一丁目18番地

施設概要
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◆ 

編
集
後
記 

◆

こ
の
た
び
、
偕
楽
園
ホ
ー
ム
開
設
40
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
記
念
す
べ
き
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
ひ
と
え

に
、
開
設
以
来
、
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域

の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
努
力
を
積
み
重
ね
た
先
人
の
方
々
の

お
か
げ
で
あ
る
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
記
念
誌
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
40
年
を
迎
え
る
時

期
に
広
報
誌
で
あ
る『
黎
明
』が
１
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
と

重
な
り
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
こ
と
に
加
え
、
未
来
の
一

誠
会
を
お
伝
え
す
る
こ
と
を
観
点
に
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

４
月
に
は
八
王
子
市
よ
り
受
託
し
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
大
和
田（
仮
称
）の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
一
誠

会
を
担
う
人
財
を
確
保
す
る
意
味
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の

方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

記
念
誌
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
方
、
御
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
玉
稿
を

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
40
周
年
記
念
誌
を
発
行
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
50
周
年
に
向
け
て
、

鋭
意
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

一
誠
会
広
報
委
員
会

社
会
福
祉
法
人
一
誠
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周
年
記
念
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